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平成 20 年度東峰村
　　　　　　　　事務事業評価について

　村では平成 20年度から行政改革の一環として、行政評価（事務事業評価）を導入し、導入 1年目となる
20年度に関しては 178 あった村の事業の中から 10事業をピックアップし、評価の道筋を立てることを最
大の目的とし、モデル的に事務事業評価を行ってまいりました。この 7月号では、事務事業評価とは何かと
いうことのほか事務事業評価の結果について掲載いたします。

村の目的は・・・
本村は行政評価システム導入にあたり、以下の事項を目的としています。
『21世紀に入り、少子高齢化、政府による地方自治体合併の推進、地方交付税の
減額など、地方自治体を取り巻く環境は急激に変化しています。
　本村においても、上記に示された影響は大きく、従来の行政運営のままでは、こ
れまでの住民サービスの提供も困難になることも考えられます。そのため限られた
資源の中で、効率と成果を追求した最大限の住民サービスが提供できるよう、今ま
で行われた事務事業をもう一度見直し、職員のコスト意識やマネージメント意識を
向上させ行政のスリム化を図ると共に、地域住民への自助の努力と共助の精神を養
い、合併しない村づくり・小さくてもキラリと光る村づくりを行うために、当シス
テムの導入を図ります。』

事務事業評価って

何の目的のためにやる

のかな？

○評価方法について
平成 20 年度の事務事業評価は、平成 19 年度に実施された事務事業を評価対象とし、担当者・担当課によ
る一次評価。庁議メンバー（各課長級）による二次評価を経て、10事業のうち、二次評価において『効率化・
改善・縮小』『休止・廃止』と評価をされた中の５事業に関して、三次評価（外部評価）が行われました。
三次評価（外部評価）に関しては、教育委員代表・民生委員代表・農業委員代表・商工会長・区長会長の 5
名で行政改革会議を起こし、その中で評価を行いました。
本村の事務事業評価は、担当者・担当課が一次評価し、庁議が二次評価します。
一次評価は、5段階、二次評価は、4段階に分かれて評価されます。事

○事務事業評価シートについて
今回使用した事務事業評価シートには、事業費、人件費、総事業費、事業内容、各課が設定した目標や実績
が記載されています。評価シートの特徴として、事務事業を実施するにあたっての課題の認識を持つよう、
現状把握から目標、そして活動成果や実績を明記する構成になっており、事業の振り返りや今後の課題が明
確になるように作られています。

一次評価 二次評価 三次評価

評　価
一次評価

（担当者）

一次評価

（担当課）
評　価

二次評価

（庁議）
評　価

三次評価

（外部）

A、 充実･拡大 ０　（0.0%） ０　（0.0%） A、 充実･拡大 ０　（0.0%） A、 現行どおり １　（20.0%）

B、 現状維持 ３ （30.0%） ２ （20.0%） B、 現状維持 ４　（40.0%） B、 要改善 ４　（80.0%）

C、 効率化 ・改善 ６ （60.0%） ８ （80.0%） C、 効率化 ・縮小 ５　（50.0%） C、 民間委託 ０　（0.0%）

D、 統合 ・縮小 １　（10.0%） ０　（0.0%） D、 休止 ・廃止 １　（10.0%） D、 不要 ０　（0.0%）

E、 休止 ・廃止 ０　（0.0%） ０　（0.0%）

合計（事業数）
１０　

（１００．０％）
１０　

（１００．０％）
合計（事業数）

１０
（１００．０％）

合計（事業数）
５　

（１００．０％）

○全体の評価結果について

○平成 20 年度　事務事業評価　全評価一覧

事務事業 担当課
一次評価

（担当者）

一次評価

（担当課）

二次評価

（庁議内）

三次評価

（外部）

1 生き活き基金事業 総務課
12 12 効率化 ・改善 ・縮小 東峰村

現行どおりC C C

2 IT 推進事業 総務課 IT 推進室
12 16 現状維持

ー
C B B

3 育児支援事業 住民福祉課
16 16 現状維持

ー
B B B

4 通所型介護予防事業 住民福祉課
9 10 効率化 ・改善 ・縮小 東峰村

要改善C C C

5 絵本作家原画作品展事業 教育課
16 12 効率化 ・改善 ・縮小 東峰村

要改善B C C

6 ときめきバレー大会 教育課
7 8 休止 ・廃止 東峰村

要改善D C D

7 農業生産団体等育成事業 農林建設課
13 13 効率化 ・改善 ・縮小 東峰村

要改善C C C

8 東峰村秋まつり 農林建設課
14 13 効率化 ・改善 ・縮小

ー
B C C

9 広報紙　発行 企画振興課
12 13 現状維持

ー
C C B

10 めがね橋ライトアップ事業 企画振興課
9 9 現状維持

ー
C C B

一次評価　評価区分

A 　20 ～ 18　 充実・拡大　

B 　17 ～ 14　 現状維持　

C 　13 ～ 8   効率化・改善　

D 　 7 ～ 4　 統合・縮小 

E 　 3 ～ 0　 休止・廃止

事務事業評価結果は、担当課において担当業務の執行における事務改善や目標管理のツールとして活用する
とともに、今後の予算要求時の資料として活用していきます。
今回、評価の最後に、改善案を検討いたしました。その改善案に基づいて今後事業を執り行っていくように
なります。なお評価に使用しましたシートや改善案につきましては、東峰村ホームページ若しくは村役場両
庁舎にて閲覧が可能となっておりますのでぜひご覧ください。

＊注意＊
評価の結果はあくまで各事業の今後の方向性を示すもので、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優劣を示すものではありません。

○評価の活用について

特集

二次評価　評価区分

A ＝充実・拡大　

B ＝現状維持　　

C ＝効率化・改善・縮小

D ＝休止・廃止

三次評価　評価区分

Ⅳ　東峰村（現行どおり )

Ⅲ　東峰村（要改善）

Ⅱ　民間委託　　

Ⅰ　不要
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東峰 Jr. みらい塾　～開講式＆潮干狩り～
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活動報告 「ヨガ教室」

７月のらぶすぽ東峰　（予定）
場　所 日 に ち 備　考

健康体操『ヨガ教室』 宝珠山公民館 ７月14日（火）
会員…無料
非会員・団体会員…1回 800 円
＊マットはこちらで準備します。

『ニュースポーツを楽しもう！！』 東峰村村民センター ７月20日（月） 会員、非会員ともに参加費無料

▲ん？これは何米かな？

　４月から活動を開始した、東峰村の総合型地域スポーツクラブ「らぶす
ぽ東峰」。第２火曜の健康体操「ヨガ教室」、第４月曜の「ニュースポーツ
を楽しもう」を実施しています。今回は「ヨガ教室」の活動をご報告します。

　講師の大倉先生の指導の下、地域の方も色んな動物のポーズになり笑顔
で楽しくヨガに励んでいます。次回で４回目となるヨガは７月14日に行なう
ので是非みなさんも地域の方 と々一緒に楽しくヨガ体操をしましょう！毎月、
第2火曜に宝珠山公民館の２階研修室で行なっています。普通の体操では
味わえない楽しさがあるので是非足を運んでみてください！
　これからも参加者の希望や意見を伺いながら、より楽しく、健康づくり
になるスポーツ教室を続けていきます。毎月行いますので、ご参加お待ち
しています！

▲

呼
吸
を
整
え
る
こ
と
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
…

▲

宝っ子探検隊　～黒米の田植え～

　６月６日 ( 土 ) に平成 21年度の第１回目、
東峰 Jr. みらい塾の開講式＆潮干狩りを行な
いました。
　今回、みらい塾 43 名の参加で大分県に
ある宇佐市和間海浜公園までみんなでバスに
乗って行きました。
　潮が引いた海には、マテ貝やカニ、クラゲ
など普段見ることのない珍しい生き物に子ど
もたちは楽しんでいた様子です。残念なこと
にアサリはあまり見ることが出来なかったので
すが、初めて参加した子もマテ貝の取り方に
は興味津々でした。

　「次は私がやる！！」「僕が取りたい！！」など楽しむ声がたくさん聞こえてきました。青い空の下で子どもたちは
友達と仲良くはしゃぎながら海を楽しんだようです。

　６月13日(土 )に宝っ子探検隊で古代米の田植えを行ないました。
　真加田の田んぼで社会教育委員の岩田謙二さんを講師としてお迎
えして、黒米、赤米、白米の苗を植えていきました。今回の田植え
では宝っ子探検隊ならではの発想を活かし、田んぼにホタルの絵を
描きました。田植えの経験がない子もいましたが、黒、赤、白の苗
を上手に分けながら最後まで１つ１つ丁寧に植えていました。
　田植えが終わった後には岩田謙二さんに頂いた古代米をおにぎり
にしてみんなで美味しくいただきました。
　秋の収穫までホタルの絵がしっかり浮かぶように楽しみにしなが
ら見守っていきたいです。

▲一足先に古代米も食べました♪ ▲秋にはホタルが浮かび上がりますように！

第５回職域バレーボール大会

　６月13日（土）第５回職域バレーボール大会が開
催されました。今年は14団体133人が参加しました。
予選を戦い抜いたチームが大会ルールにのっとり決
勝戦で恒例のじゃんけん５番勝負。見事「社会福祉
協議会」チームが優勝しました。村内で働く方々の
慰労と親睦を兼ねたこの職域バレーボール大会、来
年もさらに盛り上げて行きたいと思っていますので、
みなさんの御参加をお待ちしています。

乳幼児学級 「親子でリトミック」

　6月15日（月）、小石原保育園の廣方美奈子先生を講師
に迎え、親子でリトミックを体験しました。子どもたちは音
楽に合わせて歌ったり、踊ったり、お母さんにだっこされて
お話を聞いたりと、楽しい時間を過ごすことができました。
本年度もおやつ作り、救急法、親子遊び等、子育てに役立
つ内容ですすめていきます。皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。

▲岩田さんに黒米、赤米について聞きました。

懇親会場にて……こちらも白熱（!?）していた模様です

▲こんなに小さなマテ貝も見つけたよ！

▲獲る子どもも必死なら、掘る大人も必死！▲たくさん獲れるといいなぁ～ ▲う～ん、どっちが大きいかな～？
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